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 相賀裕美子先生は、日本で初めてノックアウトマウスの作製に成功されま

した。その後も、生殖細胞発生におけるNanosの役割(Science,2003:Genes 

Dev,2008:Science;2009)および、NotchシグナルにおけるMesp2の役割

(Nature,2005)など、多くの興味深い発見を続けて報告されています。発生

におけるシグナルは、腫瘍発生過程のシグナルと似ている事が知られていま

す。講演では、相賀先生の最新の知見をお話していただける予定です。 

 皆様奮ってご参加、ご討論下さい。 


